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10
月
８
日
（
木
）
に
上
陸
し
た
台
風
18
号
で
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
概
要
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
詳
し
く
は
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

　

saigai@
city.tahara.aichi.jp

【
税
・
保
険
】

固
定
資
産
税
の
減
免

対
象　

床
上
浸
水
・
家
屋
半
壊
以
上
の
被
害
を

受
け
た
方
／
償
却
資
産
が
使
用
不
能
と
な

っ
た
方　

※
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
限
る

内
容　

被
害
を
受
け
た
資
産
の
平
成
21
年
度
第

３
・
４
期
分
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
一

部
を
減
免
／
申
請
期
限
12
月
18
日（
金
）

▼
税
務
課
☎
23
局
３
５
１
０

り
災
証
明
書
の
交
付

対
象　

り
災
場
所
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
／
り

災
場
所
の
家
屋
所
有
者
／
被
災
車
両
の
所
有
者

内
容　

窓
口
で
証
明
書
を
交
付

▼
市
民
課
☎
23
局
３
５
１
１
／
渥
美
支
所
市
民

生
活
課
☎
33
局
１
１
１
２
／
赤
羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー（
旧
赤
羽
根
支
所
）☎
45
局
３
１
１
１

【
生
活
・
福
祉
】

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対
象　

固
定
資
産
税
減
免
世
帯
の
方　

内
容　

国
民
健
康
保
険
税
第
７
・
８
期
の
一
部

を
軽
減

▼
保
険
年
金
課
☎
23
局
２
１
４
９

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
減
免

対
象　

床
上
浸
水
被
害
を
受
け
た
高
齢
者
の
方

内
容　

12
か
月
以
内
の
期
間
保
険
料
を
半
額
減
額

▼
保
険
年
金
課
☎
23
局
３
５
１
４

後
期
高
齢
者
医
療
一
部
負
担
金
の
免
除

対
象　

床
上
浸
水
被
害
を
受
け
た
高
齢
者
の

方　

※
世
帯
主
が
市
民
税
非
課
税
の
方

内
容　

病
院
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

を
６
か
月
免
除

▼
保
険
年
金
課
☎
23
局
３
５
１
４

産
業
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
減
免

対
象　

被
災
さ
れ
た
方

内
容　

産
業
廃
棄
物（
瓦
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

ら
・
レ
ン
ガ
・
タ
イ
ル
）処
理
手
数
料
の
免
除

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

災
害
見
舞
金

対
象　

住
宅
が
床
上
浸
水
被
害
を
受
け
た
方

内
容　

１
世
帯
１
万
円
を
支
給

▼
福
祉
課
☎
23
局
３
５
１
２

災
害
救
援
物
資
配
分

対
象　

住
宅
が
床
上
浸
水
被
害
を
受
け
た
方

内
容　

毛
布
１
人
１
枚
／
緊
急
セ
ッ
ト
お
よ

び
見
舞
品
１
世
帯
１
個

▼
福
祉
課
☎
23
局
３
５
１
２

生
活
福
祉
資
金
貸
付
け

対
象　

低
所
得
世
帯
／
生
活
保
護
世
帯
／
障

が
い
者
世
帯
／
高
齢
者
世
帯（
介
護
を
要
す

る
高
齢
者
が
属
す
る
世
帯
に
限
る
）　

※
災

害
援
護
資
金
対
象
外
と
な
っ
た
方

内
容　

災
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
臨
時
に

必
要
と
な
る
経
費
を
貸
付
け
／
貸
付
上
限

額
目
安
１
５
０
万
円
／
利
息
年
１
・
５
％
・

据
置
６
か
月
・
償
還
７
年
以
内

▼
社
会
福
祉
協
議
会
☎
23
局
０
６
１
０

被
災
世
帯
等
へ
の
水
道
使
用
料
な
ど
減
免

対
象　

床
上
・
床
下
浸
水
し
た
世
帯

内
容　
［
水
道
・
下
水
道
］床
上
浸
水
世
帯
は
20

ト
ン
、床
下
浸
水
世
帯
は
10
ト
ン
を
使
用
量

か
ら
減
量
／［
農
業
集
落
排
水
］床
上
浸
水

世
帯
は
１
か
月
分
、床
下
浸
水
世
帯
は
１
か

月
分
の
２
分
の
１
を
減
免
／［
し
尿
汲
取
］

１
回
分
の
手
数
料
を
免
除

▼
水
道
課
☎
23
局
３
５
３
２

被
災
住
家
の
再
建
融
資
制
度
の
利
子
補
給

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
住
家
が
被
災
し

た
方　

※
事
業
所
は
除
く

内
容　

被
災
住
家
の
建
替
・
改
修
に
要
す
る

費
用
を
借
入
し
た
場
合
の
利
子
補
給
／
年

２
％
以
内
・
３
年
間
助
成

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

【
農
業
・
商
工
業
】

農
業
災
害
相
談
室
の
開
設

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
る
農
業
者
の
方　

内
容　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー（
赤
羽
根
市
民
セ

●冠水した川岸地区（写真提供：川岸自主防災会）

台
風
18
号▲

支
援
メ
ニ
ュ
ー
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◉『防災ラジオ』を追加販売します

　「こちらは、広報たはらです」
で始まる同報無線放送を自動
受信する『防災ラジオ』の
追加販売を行います。屋外
スピーカーが聞き取りにく
い地域でも、災害時に市か
らのお知らせを聞くことが
できます。また、乾電池でも
作動しますので、停電時も安心です。

対　　象　市内在住の方１世帯（１事業所）につき１台
　　　　　※未購入者に限る。
販売台数　たはら波：約２５０台／あつみ波：約１００台
販売価格　防災ラジオ：１台１０００円
　　　　　※代金は事前納付が必要
　　　　　室内アンテナ：１本５００円
　　　　　※受信状況が改善される場合あり
主な機能　ＡＭ・ＦＭラジオ（ラジオ聴取中でも自動受信）

／２電源方式（乾電池およびＡＣ）／懐中電灯
機能／室内アンテナ接続可

販売期間　12 月 15 日（火）から先着順
　　　　　※土・日・祝日・年末年始を除く市役所執務時間内
販売窓口　市役所防災対策課　※赤羽根市民センター（旧赤羽

根支所）および渥美支所では購入不可
購入方法　販売窓口（市役所南庁舎３階）にて直接
　　　　　・在庫がなくなり次第、販売を終了しますが、平成 22

年３月末日まで申し込み受付を行い、平成 22 年度
に販売を予定しています。

　　　　　・今回の申し込みで販売は最終となります。
　　　　　・返品はできません。（機器の故障による交換は行います）
注意事項　◉防災ラジオは建物の構造や立地条件で受信状

況が異なります。特に次のような場所では受
信しにくい場合があります。

　　　　　・電波を発信している市役所および大山の方角が山や
大きな建物でさえぎられている場所

　　　　　・鉄筋コンクリートの建物や気密性の高い建物
　　　　　◉校区や地区単位で放送する内容も受信します。

また、田原市と同一周波数帯を使用している
他の自治体の放送を受信する場合があります。

　　　　　◉同報無線放送は、現在アナログ波を使用して
いますが、今後デジタル化した場合は受信で
きません。（現時点では予定なし）

詳しくはお問い合わせください
　　　　　 ▼防災対策課☎ 23 局３５４８

ン
タ
ー
内
）で
相
談
窓
口
を
開
設
／
12
月
25

日
ま
で
の
火
・
金
曜
日
／
午
前
９
時
～
正
午

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

災
害
対
応
資
金
に
対
す
る
利
子
補
給

対
象　

市
内
に
住
所
の
あ
る
農
業
者
で
被
災

さ
れ
た
方

内
容　

資
金
の
借
入
に
対
し
て
利
子
補
給

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

ガ
ラ
ス
温
室
ガ
ラ
ス
処
理
費
助
成

対
象　

被
災
し
た
ガ
ラ
ス
温
室
の
所
有
者
ま

た
は
使
用
者
の
方

内
容　

ガ
ラ
ス
処
理
費
１
㎏
あ
た
り
10
円
を

助
成
／
平
成
22
年
１
月
末
ま
で

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
処
理
費
助
成

対
象　

被
災
し
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
の

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
の
方　

内
容　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
費
を
助
成

／
平
成
22
年
１
月
末
ま
で

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

利
子
補
給

対
象　

台
風
18
号
に
よ
り
被
災
し
た
中
小
企

業
の
方

内
容　

借
入
資
金
に
対
し
て
１
・
５
％
上
限
で

２
年
間
利
子
補
給

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
１
６

❖白谷海岸に市民１２００人

　11 月 15 日（日）、白谷海岸一帯において、
台風 18 号の影響により漂着した大量のご
みの一斉清掃が行われました。これは、
市内で河川美化活動に取り組んでいる「汐
川を美しくする実行委員会」の呼びかけ
で実現したもので、市民団体や企業、地
域住民など約１２００人が参加。「どこか
ら集まってきたんだろう」と、予想以上
のごみの量に驚きながらも、２トン車 50
台分以上のごみを回収しました。清掃後
には、参加者に豚汁がふるまわれました。
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続
い
て
、こ
れ
ま
で
宮
田
村
と
民
間
交

流
を
続
け
て
き
た
吉
胡
・
木
綿
台
・
吉
胡
台

の
各
子
ど
も
会
と
、（
株
）田
原
観
光
情
報

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
め
っ
く
ん
は
う
す
）

の
方
々
に
、清
水
村
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、式
典
に
先
立
ち
、市
役
所
南
庁
舎

の
正
面
玄
関
前
に
お
い
て
記
念
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。宮
田
村
の
花
で
あ
る
紅
白
の

梅
が
、両
市
村
長
と
議
会
議
長
の
手
に
よ

っ
て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

●
記
念
式
典
を
開
催

　

田
原
市
と
長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村

は
、平
成
11
年
11
月
９
日
に
友
好
都
市
提

携
の
調
印
を
行
い
、今
年
で
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。そ
れ
を
記
念
し
て
、11
月
10
日

（
火
）、崋
山
会
館
に
お
い
て『
田
原
市
・
宮

田
村
友
好
都
市
提
携
10
周
年
記
念
式
典
』

を
開
催
し
ま
し
た
。式
典
に
は
、こ
れ
ま
で

交
流
を
温
め
て
き
た
両
市
村
の
関
係
者
約

60
名
が
出
席
。鈴
木
克
幸
田
原
市
長
は
あ

い
さ
つ
で
、「
心
の
交
流
が
次
の
世
代
に

も
」と
語
り
、清
水
靖
夫
宮
田
村
長
も「
花

と
咲
い
た
き
ず
な
が
い
つ
ま
で
も
」と
応

え
ま
し
た
。

●
交
流
の
経
過

　

昭
和
28
年
ご
ろ
、吉
胡
区
の
青
年
会
と

伊
那
市
西
部
地
区
の
青
年
会
で
ス
キ
ー
を

通
じ
た
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
時
は
交
通
の
便
が
悪
く
、短
期
間
で
中

断
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
は
流
れ
て
昭
和
44
年
、伊
那
市
立
伊

那
西
小
学
校
が
、臨
海
学
習
の
開
始
に
合

わ
せ
、吉
胡
区
と
の
交
流
を
小
学
生
同
士

の
交
流
と
い
う
形
で
再
現
で
き
た
ら
と
、

交
歓
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、当
時
の
伊
那
西
小
学
校
長
が
、

退
職
後
に
宮
田
村
南
割
区
の
子
ど
も
育
成

会
長
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
、昭
和
55
年

か
ら
、「
海
と
山
の
交
歓
」と
し
て
、吉
胡
区

と
宮
田
村
南
割
区
の
子
ど
も
会
の
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

交
流
は
、地
区
ぐ
る
み
・
家
族
ぐ
る
み
で

続
け
ら
れ
、き
ず
な
が
深
ま
っ
て
い
っ
た

こ
と
か
ら
、冒
頭
の
友
好
都
市
提
携
に
至

り
ま
し
た
。現
在
も
、民
間
交
流
を
中
心

に
、行
政
や
議
会
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま

す
。

▼
政
策
推
進
課

23
局
３
５
０
７

1
海
の
ま
ち
と
山
の
ま
ち
が
育
ん
だ
友
情

田
原
市
・
宮
田
村
友
好
都
市
提
携
10
周
年

●植樹を行う鈴木市長（左）と清水村長（右）

●清水村長（左）から感謝状と記念品を贈呈された皆さん

⇦●子ども会のスキー交流（平成20年）

⇧●田原市民まつりの宮田村物産展（今年）
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身
近
で
や
わ
ら
か
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
も
っ
と

皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
話

題
を
取
り
上
げ
、
も
っ
と
紙
面
を
開
放
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖　
　

❖　
　

❖

［
意
見
］
市
内
に
あ
る
博
物
館
や
資
料
館
、

ご
み
処
理
施
設
な
ど
、
誰
で
も
入
場
で
き

る
施
設
の
紹
介
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
広
報
た
は
ら
）
公
共
施
設
を
も
っ
と
紹

介
す
る
こ
と
も
広
報
紙
の
役
割
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
後
そ
う
し
た
機
会
を
設
け

て
い
き
ま
す
。❖　

　

❖　
　

❖

（
広
報
た
は
ら
）
今
年
度
、
市
民
の
方
を

対
象
に
「
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
集
計
結
果
な
ど
は
、
順
次
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▼
広
報
秘
書
課

22
局
０
１
３
８

　

毎
月
、
た
く
さ
ん
の
方
に
『
広
報
た
は

ら
ク
イ
ズ
』
へ
ご
応
募
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
回
、
は
が
き
に
併
記
さ
れ
て
い
る

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

❖　
　

❖　
　

❖

［
意
見
］
休
日
当
直
医
は
裏
表
紙
へ
の
掲

載
が
探
し
や
す
く
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
た
は
ら
）
紙
面
の
中
の
方
だ
と
、

確
か
に
探
す
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
在
は
「
ほ
け
ん
通
信
」
と
し
て
、

健
康
に
関
連
す
る
記
事
を
１
頁
に
ま
と
め

て
お
り
、
ま
た
、
表
紙
・
裏
表
紙
は
、
写

真
の
掲
載
で
明
る
い
紙
面
づ
く
り
を
優
先

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
面
は
今

の
形
態
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

❖　
　

❖　
　

❖

［
意
見
］
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
に
向

け
た
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
と
い
い
。

（
広
報
た
は
ら
）
現
在
、
毎
月
15
日
号
に

お
い
て
、
地
域
や
学
校
の
話
題
、
市
民
活

動
団
体
や
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
が
作
成
し
た

記
事
な
ど
を
掲
載
し
、少
し
ず
つ
で
す
が
、

2

■交流の経過

『
広
報
た
は
ら
』
へ
の
ご
意
見

ご
紹
介
し
ま
す＊

お
知
ら
せ

　
﹁
広
報
ク
イ
ズ
﹂に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
コ

メ
ン
ト
で
、広
報
以
外
に
関
す
る
も
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
回
覧
し
、業
務
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

年 内容
昭和28年ごろ 吉胡区青年会と伊那市西部地区青年会の交歓会が行われる

昭和45年 吉胡区の小学生と伊那市立伊那西小学校との交歓会が行われる
昭和55年 吉胡子ども会と宮田村南割育成会との交流が始まる
平成７年 宮田村の少年サッカークラブが田原町のサッカー大会に参加

平成10年
「サンテパルクたはら農業祭」に宮田村物産展が出展（以降毎年）

「宮田村りんごの木オーナー」に田原町民が参加（以降毎年）
「たはら夏まつり」に宮田村物産展が出展

平成11年

田原町商工会青年部と宮田村商工会青年部が「たはら夏まつり」へ共同出展
宮田村の「山ぶどう収穫祭」に田原町物産展が出展
田原町と宮田村が友好都市提携を調印（11月９日・田原文化会館）
宮田村で友好都市提携報告会（11月21日・宮田村ふれあい広場）

平成12年
「宮田村こまゆき荘感謝祭」に田原町物産展が出展
宮田村・田原町間たすきリレーで「たはら夏まつり」にゴール

「宮田高原風まつり」に田原凧保存会が参加
平成13年 白谷海浜公園陸上競技場竣工記念サッカー交流試合に宮田村の少年サッカークラブが参加
平成14年 田原町陸上協会が駅伝で「宮田祇園まつり」にゴール
平成15年 「田原市民まつり」に宮田村物産展が出展（以降毎年）

平成21年
田原市・宮田村友好都市提携10周年記念式典（11月10日）
宮田村・田原市友好都市提携10周年記念式典（11月15日）
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■
団
長（
泉
中
学
校
長
）　　
石
田　

明
道

　

仁イ
ン
チ
ョ
ン川
国
際
空
港
と
ソ
ウ
ル
な
ど
の
中
核
都

市
を
結
ぶ
片
側
４
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路

で
は
、多
く
の
車
が
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
行
き

来
し
て
い
ま
し
た
。今
の
韓
国
の
成
長
ぶ
り

を
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

■
引
率（
東
部
中
学
校
）　　
鈴
木　

吉
春

　

行
く
所
行
く
所
、韓
国
の
歴
史
の
深
さ
と
韓

国
の
人
た
ち
の
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。特

に
、イ
ム
ジ
ン
川
を
越
え
、非
武
装
地
帯
へ
足
を

踏
み
入
れ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
引
率（
六
連
小
学
校
）　　
澤
井　

幸
代

　

韓
国
の
人
た
ち
は
、自
分
の
国
や
民
族
の

文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、世
界
の
人
々
と

手
を
つ
な
い
で
、た
く
ま
し
く
生
き
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

■
引
率（
赤
羽
根
小
学
校
）　
鈴
木　

基
紘

　

見
る
も
の
す
べ
て
が
初
め
て
で
、多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
５
日
間
で
し
た
。銅
雀
区
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
、お
世
話
に
な
っ
た
方
々
の
温
か
さ
は

一生
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

■
引
率（
教
育
委
員
会
）　　
鳥
居  

弘
一

　

銅
雀
区
役
所
・
区
議
会
の
方
々
の
温
か
な

心
づ
か
い
に
よ
り
、歴
史
や
自
然
、発
展
す
る

市
街
に
触
れ
、若
者
た
ち
と
と
も
に
、未
来
へ

の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
東
部
中
３
年　
　
　

河
野　

郁
弥

　

左
ハ
ン
ド
ル
、鉄
の
箸
な
ど
、日
本
と
韓
国

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の「
違
い
」を
感
じ
ま

し
た
。多
く
の「
違
い
」に
触
れ
、貴
重
な
体
験

の
で
き
た
５
日
間
で
し
た
。

●
東
部
中
３
年　
　
　
　
立
川　

沙
織

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
々
は
、と
て
も
優
し
く

接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
文
化
の

違
い
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

●
田
原
中
３
年　
　
　

北
野
谷　

充
子

　

韓
国
は
隣
の
国
で
す
が
、日
本
と
は
衣
食

住
の
文
化
が
少
し
ず
つ
違
っ
て
驚
き
ま
し

た
。韓
国
の
方
々
は
、年
上
の
人
を
敬
う
こ
と

を
徹
底
し
て
い
て
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

●
田
原
中
３
年　
　
　
　
鈴
木　

陽
子

　

言
語
が
違
う
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
が
、そ
ん
な
不

安
を
す
べ
て
取
り
除
い
て
く
れ
ま
し
た
。

●
田
原
中
３
年　
　
　
　
八
木　

春
菜

　

韓
国
で
過
ご
し
た
５
日
間
、た
く
さ
ん
の

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
と
の
文
化
の
違
い
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

●
野
田
中
３
年　
　
　

瓜
生　

渚

　

笑
い
が
絶
え
な
か
っ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。

と
て
も
心
優
し
く
、本
当
の
家
族
の
よ
う
に

接
し
て
く
れ
ま
し
た
。５
日
間
で
し
た
が
、韓

国
の
多
く
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
赤
羽
根
中
３
年　
　

河
合　

愛
奈

　

韓
国
の
言
語
や
文
化
な
ど
、分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、心
配
や
不
安
ば
か
り
で
し
た
。

し
か
し
、韓
国
の
人
た
ち
の
温
か
さ
に
触
れ
、

充
実
し
た
４
泊
５
日
に
な
り
ま
し
た
。

●
伊
良
湖
岬
中
３
年　
　
鈴
木　

舜
也

　

言
葉
の
壁
を
越
え
て
交
流
し
、人
の
温
も

り
を
感
じ
ま
し
た
。「
伝
え
た
い
」と
い
う
思

い
が
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

●
福
江
中
３
年　
　
　

杉
浦　

由
佳

　

韓
国
の
空
港
か
ら
少
し
進
め
ば
、高
い
ビ
ル
や

ア
パ
ー
ト
が
連
な
っ
て
い
て
、田
舎
暮
ら
し
の
私

は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。海
外
へ
行
っ
て
、多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
福
江
中
３
年　
　
　

吉
田　

真
由

　

韓
国
の
人
た
ち
は
、す
ご
く
親
切
な
人
が

多
か
っ
た
で
す
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、韓
国

の
礼
儀
な
ど
、日
本
と
の
違
い
が
よ
く
分
か

り
、す
ご
く
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

●
泉
中
３
年　
　
　
　

伊
藤　

康
宏

　

韓
国
の
人
々
は
、い
つ
も
笑
顔
で
親
切
で

し
た
。文
化
の
違
い
は
あ
っ
て
も
気
持
ち
は

通
じ
合
え
る
と
思
い
ま
し
た
。こ
の
体
験
を

通
じ
て
、多
く
の
こ
と
を
学
べ
ま
し
た
。

中
学
生
海
外
派
遣
報
告

豊
か
な
国
際
感
覚
が
キ
ラ
リ
☆

　

市
内
の
中
学
生
23
名
と
引
率
10
名
の
計
33
名
の
皆
さ
ん

が
、
２
つ
の
派
遣
団
に
分
か
れ
、
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
特
別
市

銅と
ん
じ
ゃ
く
く

雀
区
と
カ
ナ
ダ
バン
ク
ー
バ
ー
市
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
や
現
地
の
授
業
な
ど
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
派
遣
団
の
皆
さ
ん
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
学
校
教
育
課
☎
23
局
３
６
７
９

▪
大
韓
民
国 

ソ
ウ
ル
特
別
市 

銅
雀
区

　

９
月
26
日
土
～
９
月
30
日
水

▪
カ
ナ
ダ 

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

　

９
月
25
日
金
～
10
月
３
日
土 

　

大
韓
民
国
派
遣
団

平成21年12月1日 　  　　　　　　　　│ 6 │

●韓国 銅雀区歓迎会●韓国 パシュ英語村で大道芸に参加



■
団
長（
田
原
中
学
校
長
）　

玉
越　

宏
利

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
心
配
さ
れ
る
な

か
、無
事
に
行
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。市
当
局
の
英
断
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。今
回
の
成
果
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
引
率（
赤
羽
根
中
学
校
）　

河
合　

道
博

　

自
然
の
雄
大
さ
、人
の
温
か
さ
を
感
じ
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
楽
し
さ
、難
し
さ

を
味
わ
い
ま
し
た
。こ
の
体
験
は
ず
っ
と
私

た
ち
の
心
の
中
に
残
る
で
し
ょ
う
。

■
引
率（
神
戸
小
学
校
）　　
今
泉　

千
草

　

カ
ナ
ダ
の
文
化
や
教
育
事
情
な
ど
を
詳
し

く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
、大
変
有
意
義
な

海
外
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。今
後
の
教
育
活

動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
引
率（
若
戸
小
学
校
）　　
鳥
居　

洋
士

　

世
界
で
最
も
住
み
や
す
い
街
。英
語
だ
け

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、

心
が
通
じ
合
え
た
時
の
喜
び
。心
の
温
か
さ

は
、ど
こ
の
国
も
変
わ
ら
な
い
感
動
で
し
た
。

■
引
率（
教
育
委
員
会
）　　
河
合　

正
人

　

わ
ず
か
９
日
間
で
し
た
が
、中
学
生
に
と

っ
て
一
生
の
思
い
出
に
な
る
体
験
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。12
名
の
変
わ
っ
て
い
く
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
東
部
中
３
年　
　
　
　
間
瀬　

圭

　

カ
ナ
ダ
で
会
っ
た
人
々
は
皆
、親
切
で
気

さ
く
な
人
た
ち
で
し
た
。こ
の
体
験
は
、一
生

心
に
残
る
大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
思
い
出
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。

●
東
部
中
３
年　
　
　

山
上　

景
子

　

私
が
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、言
葉
の
違
い

が
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
い
な
が
ら
話
し
て
い
る
と
、自

然
に
向
こ
う
の
人
と
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。

●
東
部
中
３
年　
　
　

扇　
　

成
美

　

言
葉
が
通
い
合
う
時
の
喜
び
を
知
り
、皆

さ
ん
の
優
し
い
笑
顔
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。カ
ナ
ダ
の
皆
さ
ん
に
、本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

●
田
原
中
３
年　
　
　

西
澤　

あ
り
さ

　

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、心
は
通
じ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。カ
ナ
ダ
で
し
か
学
べ

な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
べ
て
、本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。

●
田
原
中
３
年　
　
　

河
邉　

な
な
み

　

街
の
中
を
歩
い
て
い
る
の
に
森
の
香
り
が

す
る
。そ
ん
な
自
然
の
美
し
い
国
で
９
日
間
、

異
文
化
を
体
験
し
、本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

必
ず
も
う
一
度
訪
れ
た
い
で
す
。

●
田
原
中
３
年　
　
　
　
佐
藤　

可
奈
美

　

つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
単
語
だ
け
の
私
の
英
語

を
、優
し
く
目
を
見
て
理
解
し
て
く
れ
た
カ
ナ

ダ
の
方
た
ち
。自
然
か
ら
街
ま
で
、魅
力
的
な

カ
ナ
ダ
を
体
で
味
わ
っ
た
９
日
間
で
し
た
。

●
野
田
中
３
年　
　
　
　
嶋
崎　

千
尋

　

カ
ナ
ダ
の
人
た
ち
は
、自
由
奔
放
で
朗
ら

か
で
、と
っ
て
も
優
し
か
っ
た
で
す
。短
い
間

で
し
た
が
、忘
れ
ら
れ
な
い
多
く
の
大
好
き

な
友
達
と
、大
切
な
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

●
赤
羽
根
中
３
年　
　

西
川　

可
那
子

　

英
語
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
て
い
た
の
で
、

一
緒
に
笑
い
合
え
た
と
き
は
、本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、メ
ー
ル
交
換

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
伊
良
湖
岬
中
３
年　

木
戸　

麻
湖

　

大
き
な
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
豊
か
な
表
情
な

ど
、体
中
で
思
い
を
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。相

手
を
思
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

●
福
江
中
３
年　
　
　

本
田　

和
穂

　

カ
ナ
ダ
で
は
後
ろ
の
人
の
た
め
に
ド
ア
を

持
っ
て
い
る
だ
け
で「
サ
ン
キ
ュ
ー
」と
言
わ

れ
ま
し
た
。文
化
の
違
い
に
直
接
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、と
て
も
い
い
経
験
で
し
た
。

●
福
江
中
３
年　
　
　

宮
川　

紗
季

　

す
ご
く
短
く
感
じ
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。

一
緒
に
過
ご
し
た
時
間
は
本
当
に
楽
し
く
、た

と
え
言
葉
が
違
っ
て
も
心
は
通
じ
合
う
こ
と
が

で
き
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

●
泉
中
３
年　
　
　
　

内
柴　

帆
乃
夏

　

人
と
接
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
人
々

と
の
出
会
い
は
、私
の
一
生
の
宝
物
に
な
り

ま
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
派
遣
団
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●カナダ ポイントグレイ校でグループワーク

●カナダ 緑豊かなブッチャードガーデンズ



を
要
す
る
悩
み
に
、
医
師
や
看
護
師
が
24

時
間
体
制
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

専
門
家
が
迅
速
に
答
え
る
こ
と
で
、
緊

急
性
の
な
い
救
急
出
動
を
抑
え
、
緊
急
度

の
高
い
患
者
の
も
と
へ
救
急
車
を
向
か
わ

せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

《
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
の
し
く
み
》

　
　

 《
愛
知
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
》

❖
携
帯
・
固
定
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

☎
＃
７
１
１
９

❖
Ｉ
Ｐ
・
固
定
電
話
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

☎
０
５
２
（
２
６
２
）
３
７
９
９

住
宅
用
火
災
警
報
器
が

大
切
な
「
命･

財
産
」
を
守
り
ま
す
！

　

田
原
市
で
は
、
平
成

20
年
６
月
か
ら
、
全
て

の
住
宅
に「
煙
感
知
式
」

の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
設
置
が
必
要
な
場
所
は
、

「
寝
室
」「
台
所
」「
階
段
（
２
階
な
ど
に

寝
室
が
あ
る
場
合
）」
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
取
り
付
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
内
に
お
い
て
も
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
天
ぷ
ら
油
や
、
寝
た
ば
こ

の
不
始
末
な
ど
が
火
災
に
つ
な
が
ら
な
か

っ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の

う
ち
、
約
７
割
は
「
逃
げ
遅
れ
」
が
原
因

で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
火
災
の
発
生

に
早
く
気
付
け
ば
、
助
か
っ
た
方
も
多
か

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

※
設
置
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課
☎
23
局
４
０
７
４

《
消
防
団
と
は
》

　
“
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
”
と
い
う

精
神
で
、
地
域
に

お
け
る
消
防･

防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
ま
ち
の
安

心
と
安
全
を
守
る
た
め
、
住
民
有
志
に
よ

り
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
を
通
し
て
地
域
に
貢
献
し

た
い
方
な
ど
、
多
く
の
方
の
入
団
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

《
入
団
資
格
》

❖
田
原
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る

年
齢
満
18
歳
以
上
の
方

各
地
区
で
消
防
団
員
が
勧
誘
に
伺
い
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課
☎
23
局
４
０
７
３

ご
存
知
で
す
か
？

『
愛
知
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
』

　

救
急
車
の
出
動
件
数
が
年
々
増
え
続
け

る
理
由
の
一
つ
に
、
病
院
に
行
く
べ
き

か
ど
う
か
判
断
で
き
ず
、
困
っ
た
末
に

１
１
９
番
通
報
し
て
し
ま
う
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
、
総
務
省
消
防
庁
の
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
、
今
年
10
月
１
日
か
ら
平

成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の
6
カ
月
間
、『
愛

知
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
』
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

 　
「
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い
い
病
気
や

け
が
か
ど
う
か
」「
こ
の
時
間
に
診
察
し

て
も
ら
え
る
病
院
は
ど
こ
か
」
な
ど
、
急

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

愛
知
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

緊急性が高い場合

緊急性が低い場合

１１９番通報を助言

医療機関受診を助言
※救急医療情報センター
と連携し、必要に応じて
医療機関を案内

相談医と連携
♯7119
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頑
張
れ
！
新
人
く
ん

　

平
成
21
年
度
に
消
防
職
員
を
５
名
採
用

し
ま
し
た
。
前
回
の
２
名
に
引
き
続
き
、

今
回
も
３
名
を
紹
介
し
ま
す
。

 

消
防
職
を
志
望
し
た
動
機
は
？

 

今
後
の
目
標
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名　

原
田　

歩

　
　
　
　
　
　
　
　

出
身　

設
楽
町

　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢　

22
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

趣
味　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

 

自
分
の
力
を
誰
か
の
た
め
に
少
し
で

も
役
立
て
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

 

市
民
に
「
安
心
」
を
提
供
で
き
る
消

防
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名　

福
井
正
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

出
身　

田
原
市

　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢　

22
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

趣
味　
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

 

中
学
生
の
と
き
、職
場
体
験
を
行
い
、

消
防
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

最
善
の
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
の
訓
練
を
し
っ
か
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名　

藤
城
憲
司

　
　
　
　
　
　
　
　

出
身　

田
原
市

　
　
　
　
　
　
　
　

年
齢　

20
歳

　
　
　
　
　
　
　
　

趣
味　

野
球

 
幼
い
こ
ろ
、
消
防
士
を
見
て
格
好
い

い
と
思
い
、
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。

 

早
く
一
人
前
の
消
防
士
に
な
れ
る
よ

う
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

た
お
も
ち
ゃ

⑤
同
じ
考
え
や
目
的
を
持
っ
て
い
る
人

⑥
長
さ
の
単
位
。一
尺
の
10
分
の
１

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
風
の
強
さ
。風
が
物
に
与
え
る
力

⑦
人
と
人
の
間
に
入
り
、人
間
関
係
を

仲
立
ち
す
る
役
割
の
人

⑧
池
や
沼
な
ど
の
水
辺
に
生
え
、円
柱

形
の
穂
を
つ
け
る
多
年
草

⑨
餅
を
つ
く
の
に
使
う
道
具

⑩
信
用
し
す
ぎ
る
こ
と

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
12
月
31
日（
木
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
秋
号
の
答
え　

タ
ツ
マ
キ
】

（
応
募
総
数
40
通
中
、正
解
40
通
。当
選
者
の
方
の
み
発

送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
数
本
の
長
い
布
を
輪
に
取
り
付
け
、サ
オ
の

先
に
結
ん
で
風
に
な
び
か
せ
る
も
の

②
想
像
上
の
動
物
で
大
き
な
蛇
に
似
た
も
の

③
毛
皮
と
短
い
尾
、太
く
て
短
い
四
肢
で
大
き

な
か
ら
だ
の
動
物

④
厚
く
丸
い
木
や
カ
ネ
の
胴
体
に
軸
を
通
し

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

①

⑩

⑤

⑨

③

A

C

B① ②

⑧

D

⑥

④⑦

E

１２ １２

１２１２
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歳出 予算現額 ３13億  ８42万円
支出済額 140億1，923万円

執行率
44．８%

予算現額　１億９，311万円

支出済額　     9,082万円

77億5，600万円

60億1，391万円

６１億9，907万円

２3億4，016万円

26億7，６62万円

7億   183万円

1億   156万円

2，160万円

15億9，205万円

3億   955万円

7億8，987万円

4億2，347万円

46億   703万円

８億5，674万円

13億5，883万円

5億   292万円

25億8，061万円

１0億3，７06万円

0万円

0万円

5００万円

0万円

051015202530356075 ・・・・・・

１７億2，112万円

３4億4，861万円

（億円）

執行率 47.0％

77.5％

37.8％

26.2％

21.3％

19.4％

53.6％

18.6％

37.0％

40.2％

0.0％

４９．９％

0.0％

議 会 費
　
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

そ の 他

議会の活動に要する経費

選挙、コミュニティ、戸籍、庁舎の維持管理などに要する経費

児童、高齢者、障害者などを対象とした福祉事業に要する経費

保健事業や環境保全、ごみ処理などに要する経費

失業対策や勤労者のための各種施設の設置・管理などに要する経費

農業、畜産業、水産業、林業、緑化の振興に要する経費

商工業や観光の振興に要する経費

道路、公園、河川の整備、街づくりなどに要する経費

火災予防や防火活動、防災活動、救急救助活動などに要する経費

学校、生涯学習、図書館、博物館、スポーツ・文化振興などに要する経費

災害によって生じた被害の復旧に要する経費

市債として借りたお金に利子をつけて返済するための経費

上記以外のものに要する経費

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を市民の皆さんに知っていただくため、毎年２回公表しています。
今回は平成21年度上半期（平成21年４月～平成21年９月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金
額は１万円未満が切り捨てのため、合計が一致しません。　 ▼財政課２３局３８１８

■一般会計

■市債残高の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など ３３３万１，７５７㎡

建物 市役所・学校など ３８万８，５４３㎡

基金 財政調整基金など １３２億８，１６２万円

出資による権利 （財）崋山会など ４億４，８３７万円

一般会計
244億4,776万円

特別会計
124億2,526万円

教育債
57億4,318万円

その他（民生債・農林水産債など）
102億5,840万円

公共下水道事業特別会計
98億円

農業集落排水事業特別会計
26億2,526万円

総額●368億7,303万円

【市債】
多額の経費を必要
とする事業を行う
場合に、国などから
借りるお金のこと。

土木債

総務債

衛生債

公営住宅債

33億7,558万円

21億6,531万円

15億8,941万円

13億1,586万円
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財政状況を公表します
■一般会計

平成21年度
上 半 期

会計 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
給食センター給食費特別会計 ３億 　９１２万円 １億 　２８２万円 ３３．３％ １億 　　７０万円 ３２．６％
老人保健医療特別会計 ２，４６７万円 ４，８２３万円 １９５．５％ ２７万円 １．１％
国民健康保険特別会計 ７２億 　３９１万円 ３０億３，４８６万円 ４２．１％ ３０億２，０５９万円 ４１．９％
公共下水道事業特別会計 １５億３，５５７万円 ３億２，０９４万円 ２０．９％ ５億５，６２０万円 ３６．２％
農業集落排水事業特別会計 ８億１，４７２万円 １億９，１８０万円 ２３．５％ ２億６，５８１万円 ３２．６％
田原福祉専門学校特別会計 １億１，３０２万円 ７, ２８０万円 ６４．４％ ４，６３０万円 ４１．０％
介護保険特別会計 ３０億９, ４１８万円 １３億９，１４６万円 ４５．０％ １２億９，０１８万円 ４１．７％
中心市街地商業等活性化事業特別会計 ２，６５８万円 １万円 ０．１％ ５９３万円 ２２．３％
後期高齢者医療特別会計 ５億８，６７２万円 １億６, １３３万円 ２７．５％ １億　 １６７万円 １７．３％

合計 １３７億　 ８５３万円 ５３億２，４２８万円 ３８．８％ ５３億８，７６８万円 ３９．３％

■特別会計

予算現額　119億2,550万円

収入済額　  77億9，023万円

18億7，263万円

1０億5,582万円

２7億5，０００万円

21億3，026万円

３億６，775万円

１億4，976万円

4億４，992万円

２億２，191万円

24億9，963万円

11億7，514万円

１1億8，756万円

１億7,650万円

９，７66万円

3，568万円

382万円

226万円

57億7,517万円

20億円

15億3,670万円

17億6,326万円

５億１，404万円

１億1,114万円

23億2,8００万円

0万円

市 税

地方譲与税等

地 方 交 付 税

分担金・負担金

使用料・手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

2001501000 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20（億円）

収入率

歳入 予算現額 ３13億  842万円
収入済額 116億1，199万円

収入率
53.1%

65.3％

56.4％

77.5％

40.7％

49.3％

47.0％

14.9％

36.5％

59.2％

34.6％

114.7％

21.6％

0.0％

市民税や固定資産税など市民の皆さんから納付していただいたお金

国の税収入の中から一定の基準により市に配分されたお金

市の財政状況に応じて国から交付されたお金

市が行う事業に関して利益を受ける方から納められたお金

市の施設を利用するとき、市が行う特定の事務に対して納付されたお金

市が行う特定の事業に対して国から交付された負担金や補助金

市が行う特定の事業に対して県から交付された負担金や補助金

市が所有する財産を貸付け・出資・売払いしたことによって生じたお金

市民や団体、事業者の方からいただいたお金

特別会計や基金から一般会計に繰り入れたお金

前年度の決算で生じた繰越金

ほかの収入科目に含まれない預金利子や貸付金返済金、雑入などのお金

市が大きな事業などを行うために国や金融機関から借り入れたお金

・・・
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10

11

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

友
好
都
市
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
プ
リ
ン
ス
ト
ン

市
お
よ
び
ギ
ブ
ソ
ン
郡
の
訪
問
団
が
市
役
所
を

訪
れ
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
市
長
の
親
書
を
田
原
市
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。訪
問
団
は
、中
学
生
交
流
や

Ａエ
ー
エ
ル
テ
ィ
ー

Ｌ
Ｔ
派
遣
な
ど
の
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
来

市
し
、野
田
中
学
校
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
分
野
の
交
流

さ
ら
に
深
い
友
好
を

11
月
11
日［
水
］

▲ギブソン郡訪問団（前列）と市関係者（後列）

　

秋
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会
が
汐
川
干
潟
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
組
32
名
の
参
加
者
た
ち
は
、堤
防
の
上
か
ら

野
鳥
の
観
察
を
行
っ
た
ほ
か
、実
際
に
干
潟
に
下

り
て
生
き
物
に
触
れ
る
な
ど
、体
で
自
然
を
感
じ

な
が
ら
干
潟
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

干
潟
の
生
き
物

見
て
！
触
っ
て
！

11
月
１
日［
日
］

▲広大な汐川干潟で、いろいろな底生生物を見つけました

　

自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
が
市
内
全
域
で
行
わ

れ
、約
１
万
３
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

非
常
持
ち
出
し
袋
を
背
負
っ
て
各
避
難
場
所
に

集
ま
っ
た
住
民
た
ち
は
、消
火
訓
練
や
応
急
救
護

訓
練
な
ど
に
参
加
し
、「
自
助
・
共
助
」な
ど
地
域
防

災
の
あ
り
方
を
確
認
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
地
域
は

み
ん
な
で
守
る
！

11
月
８
日［
日
］

▲毛布と竹を使って、担架の作成方法を学ぶ参加者たち（古田町）

平成21年12月1日 　  　　　　　　　　│ 12 │



10

11

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

田
原
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
赤
羽
根
文

化
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。成
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。︻
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
︼優
勝
：
童
浦
分
団

２
号
車（
菰
田
恭
央
、杉
田
頼
彦
、立
岩
俊
寿
、柴
田

淳
也
、藤
城
佑
基
）　

準
優
勝
：
童
浦
分
団
１
号
車

入
賞
：
南
部
分
団
２
号
車・野
田
分
団
１
号
車・神

戸
分
団
１
号
車・東
部
分
団
２
号
車

︻
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼優
勝
：
野
田
分
団
２
号

車（
加
藤
将
也
、渥
美
孝
晃
、河
邉
孝
昌
、鵜
飼
直

之
）　

準
優
勝
：
南
部
分
団
１
号
車　

入
賞
：
赤

羽
根
分
団
３
号
車

す
ば
や
く
確
実
な

動
作
で
消
火
活
動
を

10
月
31
日［
土
］

▲ポンプ車操法の部で優勝した童浦分団２号車の迅速かつ正確な演技

　

田
原
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
あ
つ
み
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、11
月

７
日（
土
）・
８
日（
日
）の
２
日
間
、白
谷
海
浜
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
、田

ボ
ー
ル
一
つ
で

仲
良
く
な
れ
る
よ

11
月
７
日［
土
］

原
市
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
Ｔタ

ハ

ラ

Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
・

Ｆエ
フ

Ｃシ
ー

」を
は
じ
め
、友
好
都
市
で
あ
る
長
野
県
宮
田

村
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム「
Ｔト

ッ

プ

ス

ト

ー

ン

ｏ
ｐ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
」な

ど
、県
内
外
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

遠
方
の
子
ど
も
た
ち
は
、田
原
チ
ー
ム
の
選
手

宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
な
ど
、競
技
以
外
で
も

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲手入れの行き届いた芝生で熱戦を繰り広げるＴＡＨＡＲＡ・ＦＣ（赤）と湖西ＦＣ（青・湖西市）の子どもたち

（写真提供：TAHARA・FC）
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元
田
原
市
職
員
の
伊
藤
伸の
ぶ
え依
さ
ん
（
若

見
町
）
が
、
永
年
に
わ
た
る
保
育
士
と
し

て
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
厚
生
労
働
省
関

係
秋
の
叙
勲
の
瑞
宝
単
光
章
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、
11
月
11
日
（
水
）、
皇
居

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

愛
す
る
家
族
や
友
人
が
目
の
前
で
倒
れ

た
時
、
あ
な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。

　

い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
、
心

肺
蘇
生
法
と

Ａエ
ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動

器
）
の
取
り
扱

い
を
学
ぶ
普
通

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
日
時
＝
12
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤
羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料

＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
18
日（
金
）

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
を
修
了
し
た
方
に
修
了
証
を
交
付

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９　

45
局
４
１
２
０

　

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

　

平
成
22
年
４
月
１
日
入
居
予
定
の
市
営

緑
ヶ
丘
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
所
在
地
＝
加
治
町
北
恩
中
地
内　

▼
住

宅
の
概
要
＝
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階

建
お
よ
び
平
屋
建　

▼
入
居
資
格
＝
次
の

①
～
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方　

①
同

居
の
親
族
（
３
カ
月
以
内
に
入
籍
予
定
の

方
を
含
む
）
が
い
る
方
、
ま
た
は
単
身
者

で
次
の
⑴
～
⑽
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
／
⑴
60
歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
昭
和

31
年
４
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
な
ら

可
）
⑵
身
体
障
害
者
（
１
～
４
級
）
⑶
精

神
障
害
者
（
１
～
３
級
）
⑷
知
的
障
害

者
（
精
神
障
害
と
同
程
度
）
⑸
戦
傷
病
者

⑹
原
爆
被
爆
者
⑺
生
活
保
護
受
給
者
⑻
海

外
か
ら
の
引
揚
者
（
引
揚
げ
て
か
ら
5
年

以
内
）
⑼
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
⑽

配
偶
者
か
ら
暴
力
を
受
け
た
方
（
婦
人
相

談
所
・
裁
判
所
な
ど
で
証
明
書
の
発
行
が

可
能
な
方
）
な
ど
／
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
が
居
宅
で
介
護
を
受
け
ら
れ
な
い
方

を
除
く
②
持
ち
家
が
無
く
現
在
住
宅
に

困
っ
て
い
る
方
③
世
帯
の
所
得
月
額
が

15
万
８
０
０
０
円
以
下
の
方
（
裁
量
階
層

は
21
万
４
千
円
以
下
／
表
参
照
）
④
市
町

村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
⑤
暴
力

団
員
で
な
い
方　

▼
募
集
部
屋
・
戸
数
＝

２
Ｋ
（
47
・
１
～
49
・
０
㎡
）
12
戸
（
単

身
者
申
込
可
）
／
３
Ｄ
Ｋ
（
72
・
３
㎡
）

９
戸
（
単
身
者
申
込
不
可
）　

▼
家
賃
＝

棟
別
に
入
居
世
帯
の
所
得
に
よ
り
決
定

（
１
万
６
３
０
０
円
～
４
万
９
１
０
０
円
）

／
契
約
時
の
家
賃
は
変
更
に
な
る
場
合
あ

り　

▼
入
居
予
定
日
＝
平
成
22
年
４
月
1

日
（
木
）　

▼
申
し
込
み
＝
建
築
課
で
配

布
す
る
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
を
12
月
10

日
（
木
）
～
25
日
（
金
）の
期
間
に
提
出

／
郵
送
不
可　

▼
入
居
者
決
定
＝
1
月
下

旬
の
入
居
者
選
考
委
員
会
後
に
決
定　

▼
そ
の
他
＝
既
設
市
営
住
宅
の
申
し
込
み

と
併
願
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
７　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

■総収入額でみる収入基準早見表
区分 原則階層 裁量階層

単身 296万7999円 388万7999円

２人家族 351万1999円 436万3999円

３人家族 399万5999円 483万5999円

４人家族 447万1999円 531万1999円

5人家族 494万7999円 578万7999円
※給与所得者が１人で、特別控除対象者がいない場合の基準です。
※裁量階層とは、心身障害者がいる世帯や子育て世帯など、特定

の要件を満たす世帯です。（詳しくはお問い合わせください。）
※源泉徴収票の場合、「支払い金額」が総収入金額になります。

『
瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章
』
授
章

普
通
救
命
講
習
会 

受
講
者

市
営
緑
ヶ
丘
住
宅 

新
規
入
居
者

▲胸骨圧迫（心臓マッサージ）
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▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
中
学
２
年

生
以
上
の
方　

▼
日
時
＝
平
成
22
年
１
月

27
日
（
水
）
～
３
月
３
日
（
水
）
午
後
７

時
30
分
～
９
時（
毎
週
水
曜
日
／
全
６
回
）

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
２
０
１
会
議
室

▼
定
員
＝
25
名
程
度
（
先
着
順
）　

▼
受

講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
12
月
14
日

（
月
）
か
ら
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
・
は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
は
が
き
の
場

合
は
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
学
生
の

場
合
は
学
校
名

と
学
年
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
応
募
資
格
＝
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男

子
で
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
み
の
方

を
含
む
）　

▼
一
次
試
験
日
＝
平
成
22
年

１
月
23
日
（
土
）　

▼
試
験
会
場
＝
陸
上

自
衛
隊
豊
川
駐
屯
地　

▼
申
し
込
み
＝
平

成
22
年
１
月
８
日
（
金
）
ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

　

aichi.pco.toyohashi@
rct.gsdf.m

od.go.jp

「
命
に
つ
い
て
考
え
る
」　

～
ホ
ス
ピ
ス
の
現
場
か
ら
～

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
12
月
19
日

（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専
門
学
校
講
堂　

▼
講
師
＝

佐
藤
健
氏
（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構　

豊
橋
医
療
セ
ン
タ
ー　

緩
和
ケ
ア
部

長
）　

▼
定
員
＝
２
０
０
名
（
先
着
順
）　

▼
入
場
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
の
場

合
は
、
氏
名
・
参
加
人
数
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
託
児
は
12
月
7
日
（
月
）
ま

で
に
要
予
約
。
手
話
通
訳
あ
り

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校
（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１　

田
原
市
田
原
町
中
小
路
11

－

１
）

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大
変
混
雑

し
、
待
ち
時
間
が
発
生
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
粗
大
ご
み
は
な
る
べ
く
早
め
に
持

ち
込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご

み
は
、
で
き
る
だ
け
収
集
日
に
地
区
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

や
む
を
得
ず
年
末
に
ご
み
を
持
ち
込
む

場
合
は
、
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
、
事
前

に
自
宅
で
分
別
し
て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
持
ち
込
め
る
ご
み
の
種
類

▼
各
資
源
化
セ
ン
タ
ー
・
環
境
セ
ン
タ
ー

＝
も
や
せ
な
い
ご
み
・
空
缶
・
小
物
金
属
・

ガ
ラ
ス
び
ん
・
紙
類
・
布
類
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト

レ
イ
・
有
害
ご
み
・
粗
大
ご
み　

▼
赤
羽

根
環
境
セ
ン
タ
ー
の
み
＝
木
・
枝
類
、
草

▼
田
原
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
炭
生
館
＝

も
や
せ
る
ご
み

▼
清
掃
管
理
課
☎
23
局
３
５
３
８

▼
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
27
局
０
１
０
０

▼
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
☎
45
局
３
４
９
７

▼
渥
美
資
源
化
セ
ン
タ
ー
☎
32
局
３
３
２
２

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
場
合
は
、
必
ず
田
原
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
廃
止

・
渡
会
興
業
㈱

■
指
定
の
取
消
し

・
㈲
藤
城
土
建

・
望
月
配
管

・
青
山
設
備

・
大
光
設
販
㈱

・
木
下
設
備

・
㈱
川
口
組

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
（
12
月
31
日

現
在
）
を
行
い
ま
す
。
12
月
か
ら
平
成
22

年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
内
容
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
に
調
査
票
への
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

各
地
区
の
ご
み
の
収
集
日
は
、
ご
み
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、各

施
設
の
年
末
・
年
始
の
業
務
日
に
つ
い
て

は
、17
ペ
ー
ジ「
年
末
・
年
始
の
業
務
の
お

し
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
末
の
ご
み
の
処
理
は
お
早
め
に
！

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
！

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

廃
止・取
り
消
し

田
原
福
祉
専
門
学
校

平
成
21
年
度
公
開
講
座

生
涯
学
習
講
座

「
初
級
英
会
話
」 

受
講
生

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

平
成
21
年
度 

生
徒
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社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
組
織
を
一

新
し
「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き
継
い
で
行

い
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政

や
運
営
に
国
が
責
任
を
持
ち
ま
す
。

　

現
在
、
お
近
く
に
あ
る
社
会
保
険
事
務

所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称

が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓

口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

※
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
皆
さ

ん
に
何
ら
か
の
手
続
き
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
豊
橋
社
会
保
険
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
８

　

法
人
や
個
人
で
工
場
や
事
務
所
、
ア
パ

ー
ト
、
農
業
な
ど
を
営
ん
で
い
る
方
が
所

有
し
て
い
る
事
業
用
の
有
形
減
価
償
却
資

産
の
う
ち
、
土
地
、
家
屋
、
自
動
車
（
軽

自
動
車
含
む
）
以
外
の
も
の
は
、
償
却
資

産
と
し
て
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な

り
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
決
算
の
と
き
に
減
価
償

却
資
産
と
し
て
計
上
し
た
も
の
は
、
す
べ

て
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
構
築
物

で
あ
っ
て
も
家
屋
と
し
て
固
定
資
産
税
の

対
象
と
な
る
も
の
や
、
自
動
車
・
原
動
機

付
自
転
車
お
よ
び
一
部
の
農
耕
用
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
の
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の

課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
償
却
資
産
の
範

囲
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
に
変
更
が
な

く
て
も
、
取
得
価
額
の
合
計
が
免
税
点
以

下
で
あ
っ
て
も
、申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
資
産
が
あ
る
場
合
は
、
平
成

22
年
１
月
１
日
現
在
の
所
有
状
況
を
２
月

１
日
（
月
）
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
書
は
12
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

【
電
子
申
告
に
つ
い
て
】

　

12
月
14
日
（
月
）
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
地
方
税
の
手
続
き
が
で
き
る
「
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
」
を
利
用
し
て
、
償
却
資
産
の
申

告
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
エ
ル

タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.eltax.jp/

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

給
料
・
報
酬
・
料
金
・
利
子
・
配
当
な

ど
を
一
定
額
以
上
支
払
っ
た
場
合
は
、
支

払
先
の
住
所
・
氏
名
・
支
払
額
な
ど
を
記

載
し
た
書
類
（
法
定
調
書
）
を
税
務
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
分
の
提
出
期
限
は
2
月
1
日

（
月
）
で
す
。
法
定
調
書
の
作
成
や
提
出

の
仕
方
な
ど
、
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署

☎（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

　

平
日
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、休
日
収
納
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時　

▼
場
所
＝
田
原
市
役
所

南
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー　

▼
業
務
内
容
＝
市

税
の
収
納
、
市
税
等
口
座
振
替
申
込
書
の

受
け
付
け

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

平
成
22
年
１
月
１
日
ス
タ
ー
ト

「
日
本
年
金
機
構
」

償
却
資
産
の
申
告

❶構築物 温室 ･ 育苗用ハウス、ビニールハウスやアクリルハウスな
どの各種ハウス ･ アパートのフェンス ･ 駐車場の舗装 など

❷機械および装置
暖房機 ･ 温風機 ･ 消毒機 ･ 結束機 ･ 花選別機 ･ 花用冷蔵庫
･ 潅水設備・二重カーテンなどの農業用機械および装置、
旋盤・プレスなどの産業用機械および装置 など

❸船舶 ボート ･ 漁船 など

❹航空機 飛行機 ･ ヘリコプター など

❺車両および運搬具 フォークリフト ･ 構内運搬車 など

❻工具･器具および備品 エアコン ･ パソコン ･ 机 ･ いす ･ 陳列ケース など

■償却資産の対象となる資産

法
定
調
書
の
提
出

市
税
の
休
日
収
納
窓
口
を
開
設

平成21年12月1日 　  　　　　　　　　│ 16 │



月　日　

 施設名・電話番号

１２月 １月
26

（土）
27

（日）
28

（月）
29

（火）
30

（水）
31

（木）
１

（祝）
２

（土）
３

（日）
４

（月）
５

（火）

市役所 22-1111 ○ 出生や婚姻などの届け出は、北庁舎１階の宿日直室に
て受け付けます。 ○ ○

赤羽根市民センター
（旧赤羽根支所） 45-3111 ○ ○ ○

渥美支所 33-1111 ○ 出生や婚姻などの届け出は、１階の日直室にて受け付
けます。（午前8時30分～午後5時15分） ○ ○

田原福祉センター 23-3811 ○ ○ ○ ○ ○
赤羽根福祉センター ○ ○ ○
あつみライフランド 33-0386 ○ ○ ○ ○
リサイクルプラザ 23-7191 ○ ○ ○
リサイクルセンター
炭生館（もやせるごみのみ） 24-0151 ～正午 ○ ○ ～正午 ○ ○
東部資源化センター 27-0100 ○ ○ ○ ○ ～正午

赤羽根環境センター 45-3497 ○ ○ ○ ○ ～正午

渥美資源化センター 32-3322 ○ ○ ○ ○ ～正午

田原文化会館
総合体育館 22-6061 ○ ○ ○
中央図書館 23-4946 ○ ○ ○
情報センター 22-7200 ○ ○ ○
市民活動支援センター ○ ○
赤羽根文化会館 45-3939 ○ ○ ○
赤羽根図書館 45-3426 ○ ○ ○
渥美文化会館 33-1000 ○ ○ ○
渥美図書館 33-1114 ○ ○ ○
江比間野外活動センター 37-1025 ○ ○ ○
白谷海浜公園陸上競技場 22-7300 ○ ○ ○
中央公園 22-0003 ○ ○ ○
滝頭公園 22-3936 ○ ○ ○
緑が浜公園

（パターゴルフ・テニスコート） 23-2663
○ ○ 午前９時～午後４時

（受付は午後３時まで） ○
緑が浜公園

（野球場・多目的広場） ○ ○ 12月27日までに申請した場
合のみご利用いただけます ○

赤羽根文化広場 45-2823 ○ ○ パターゴルフのみ午前９時
～午後５時まで無料開放

（道具はご持参ください）

○
渥美運動公園 38-0111 ○ ○ ○
田原市博物館 22-1720 ○ ○ ○
渥美郷土資料館 33-1127 ○ ○ ○
シェルマよしご 22-8060 ○ ○ ○
池ノ原会館 23-2446 ○ ○ ○
崋山会館 22-1700 ○ ○
サンテパルクたはら 25-1234 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハローワーク豊橋・田原 24-0050 ○ ○ ○ ○ ○
田原まつり会館 22-7337 ○ ○ ○
蔵王山展望台 22-0426 ○ ○ ○ ○ ○ 午前５時～

午後４時 ○ ○ ○

田原めっくんはうす 23-2525 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前８時～
午後５時

午前９時～
午後５時 ○ ○ ○

伊良湖クリスタルポルト 35-6631 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 早朝営業の予定（時間未定）
※詳しくはお問い合わせください。

あかばねロコステーション 45-5088 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 午前８時～
午後５時 ○ ○ ○ ○

■ 年末・年始の業務のおしらせ ○ 平常どおり 時間変更 休業

・市民課時間外窓口を12月26日（土）午前８時30分～午後０時30分に開設し、各種証明書の交付などを行います。
・サンテパルクたはらは、１月６日（水）～８日（金）の期間、臨時休園します。
・もやせるごみは、地区により収集日が異なります。詳しくは「ごみカレンダー」をご覧ください。
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受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
会
場
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
12
月
20
日
日

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ソ
プ
ラ
ノ
と
バ
リ
ト
ン
と
ピ
ア
ノ

時
間
▼
午
後
２
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
ラ
ウ
ン
ジ

出
演
▼
田
辺
菜
美
子
、李
宗
潤
、加
藤
真
弓

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク・お
菓
子
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
田
原
・
赤
羽
根
・
渥
美
文
化
会

館（
土
・
日
・
祝
日
）・
渥
美
支
所
地
域
課

（
平
日
）で
販
売

託
児
▼
12
月
10
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１　

　
◉
１
月
１
日
金
・

蔵
王
山
展
望
台　

日
の
出
遥よ

う

拝は
い

時
間
▼
午
前
６
時
～

場
所
▼
蔵
王
山
展
望
台

内
容
▼
日
の
出
遥
拝
、Ｆエ
フ

Ｍエ
ム
豊
橋
ラ
イ
ブ
放
送

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
２
日
土

新
春
凧
揚
げ

時
間
▼
午
前
10
時
～

◉
12
月
11
日
金

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

※
１
月
以
降
の
詳
細
は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
友
人　

そ
の
１

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
学
芸
員

場
所
▼
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す

内
容
▼
小
凧
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
餅
つ
き
ほ
か

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
２
日
土

渥
美
半
島
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園

対
象
▼
健
康
な
方
（
小
・
中
学
生
は
保
護

者
の
承
諾
が
必
要
）

参
加
料
▼
一
般
・
高
校
生
１
０
０
０
円
、

中
学
生
５
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円

申
し
込
み
▼
渥
美
運
動
公
園
、
田
原
文
化

会
館
な
ど
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
12
月
18
日（
金
）ま
で

に
各
館
に
提
出

▼
田
原
市
体
育
協
会

☎
22
局
６
０
６
３　

22
局
６
４
５
５

◉
１
月
３
日
日

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら　

新
春
フ
ェ
ア

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
餅
つ
き
大
会
、

甘
酒
、
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
正
月
遊

び
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
１
月
13
日
水

消
費
者
生
活
講
座

あ
な
た
の
住
ま
い
は
安
全
で
す
か
？

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
１
月
17
日
日

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ

時
間
▼
午
後
２
時
開
演（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
ラ
ウ
ン
ジ

出
演
▼
木
田
史
子
、星
野
順
一
、安
藤
悦
子

入
場
料
▼
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク・お
菓
子
付
き
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
田
原
・
赤
羽
根
・
渥
美
文
化
会

館（
土
・
日
・
祝
日
）・
渥
美
支
所
地
域
課

（
平
日
）で
販
売

託
児
▼
１
月
７
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
５
３
１　

祝

月
の
イ
ベ
ン
ト

DEC

12

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

12月10日木・１月14日木

時 間 ◦午後１時 30 分
　　　　　　　～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター

▼子育て支援課 ☎23局3513 
　　　　　　　　　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

1
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★チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

★全席指定のイベントチケットの予約など
全席指定のイベントチケットは開催会場のみの販売ですが、前売
開始日の正午から電話予約ができ、お近くの窓口で受け取れます。

★託児サービス（先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。

クリスマスファミリーコンサート

音楽のおくりもの
　東京芸術大学卒業生を中心に、実力のあ
るメンバーが奏でる全国で大人気のファミ
リーコンサートです。赤ちゃんからお年寄り
まで誰にでもお気軽に楽しんでいただける
内容になっています。

日 時　12月19日（土） 
　 　 　 　　わいわいコンサート　午前10時30分開演
　 　 　 　　・0歳から入場可。乳幼児の同伴、大歓迎です。
　 　 　 　　アフタヌーンコンサート　午後２時開演
　 　 　 　　・4歳以上が対象のコンサートです。
                  （いずれも30分前開場）
                  ※各コンサートには、それぞれチケットが必要です
場 所　田原文化会館文化ホール
曲 目　そりすべり「アンダーソン」
　 　 　 　　クリスマスメドレー
　 　 　 　　ディズニーメドレー
　 　 　 　　ハンガリー舞曲第５番
　 　 　 　　G線上のアリア ほか

入 場 料　一般1,000円　中学生以下500円
　　　　 　 当日200円増
　 　 　 　　※３歳以上有料（３歳未満の着席観劇は有料）
チ ケ ッ ト　上記窓口で販売中
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館 ☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館 ☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝） ☎33局1000　　34局1010
渥美支所地域課（平日） ☎33局1111　　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

全席自由

12/19 圡

狂言とコントが結婚したら

現代狂言Ⅳ
　お笑い芸人と狂言師のコラボレーション！

日 時　１月30日（土） 午後６時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
出 演　南原清隆、セイン カミュ、
　 　 　 　　さとう珠緒、佐藤弘道、
　 　 　 　　野村万蔵 ほか

演 目　古典狂言「附
ぶ す

子」、現代狂言
　 　 　 　　「附

ぶ す

子」の現代狂言版
入 場 料　一般3,500円　高校生以下3,000円
　 　 　 　　当日500円増
チ ケ ッ ト　12月６日（日）午前９時から田原文化会館で
　 　 　 　　前売開始
　 　 　 　　※１人５枚まで／午前７時30から整理券配布
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

1/30 圡
全席指定

春風亭昇太独演会
　「笑点」の若手メンバーで、人気および知
名度がずば抜けている落語家がやってきま
す。新作・古典にとらわれず、爆笑落語を展開
していますので、ぜひご覧ください。

日 時　２月21日（日） 
　 　 　 　　午後２時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　3,000円　当日500円増
チ ケ ッ ト　12月26日（土）午前９時
　　　　 　 から田原文化会館で前売開始
　 　 　 　　※１人５枚まで／午前７時30から整理券配布
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

2/21 ㊐

全席指定

第３回田原市民コンサート

若林千春・かをり
音コンサート
　市民コンサート実行委員会により企画・
運営する市民参加型のコンサートです。

日 時　３月７日（日） 
　　　　 　 午後２時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　一般1,000円　高校生以下500円
チ ケ ッ ト　１月９日（土）午前９時から各文化会館で
　 　 　 　　前売開始（渥美支所地域課は翌々日から販売）
　 　 　 　　※１人５枚まで
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

全席自由

3/7 ㊐

チケット
販売中

▲

南
原
清
隆
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エ
イ
ズ
を
正
し
く
知
り
ま
し
ょ
う

❖
12
月
１
日
は
﹃
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
﹄

　

エ
イ
ズ
（
後こ
う
て
ん
せ
い
め
ん
え
き
ふ
ぜ
ん
し
ょ
う
こ
う
ぐ
ん

天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
は

近
年
、
感
染
者
・
患
者
数
と
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
、
愛
知
県
で
は

１
０
９
人
の
新
規
感
染
者
・
患
者
が
報
告
さ

れ
、３
年
連
続
で
１
０
０
人
を
超
え
ま
し
た
。

実
際
の
感
染
者
数
は
報
告
さ
れ
て
い
る
数
の

数
倍
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
の
想
像

以
上
に
エ
イ
ズ
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

❖
エ
イ
ズ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

Ｈエ
イ
チ
ア
イ
ブ
イ

Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免め
ん

疫え
き

不ふ

全ぜ
ん

ウ
イ
ル
ス
）
に

感
染
し
、
発
症
す
る
病
気
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に

感
染
し
て
も
す
ぐ
に
エ
イ
ズ
を
発
症
す
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❖
感
染
経
路
は
？

　

感
染
経
路
は
次
の
３
つ
で
す
。

◦
性
的
接
触
に
よ
る
感
染

◦
注
射
器
（
針
）
の
共
有
に
よ
る
感
染

◦
妊
娠
・
出
産
時
の
感
染

❖
エ
イ
ズ
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
性
的
接
触
以
外
の
日
常
生
活

に
お
い
て
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
性
的
接
触
に
よ
る
感
染
予
防
に
は
、

コ
ン
ド
ー
ム
が
最
も
有
効
で
す
。

　

ま
た
、
人
の
だ
液
・
汗
・
涙
や
、
ペ
ッ
ト
・

蚊
な
ど
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
に
も
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

❖
感
染
が
心
配
な
ら
エ
イ
ズ
検
査
を

　

県
内
の
全
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
に
関
す

る
相
談
と
検
査
を
「
無
料
」「
匿
名
」
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
医
療
機
関
で
受

け
る
場
合
に
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

▼
豊
川
保
健
所
生
活
環
境
安
全
課

☎（
０
５
３
３
）86
局
３
１
７
７

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） １月　９日（土）  8：50 ～　9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形の沐浴など

離乳食教室
１月　８日（金）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話１月２０日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
１月１５日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）
１月１８日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

12月6日（日）

國見医院 ☎22局0756
津金医院 ☎33局0222
ふくい眼科 ☎22局5878
杉の森皮膚科クリニック ☎29局1112
なかた歯科医院 ☎23局1162

12月13日（日）

第２国見医院 ☎23局2302
朽名医院 ☎33局0162
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
森下歯科医院 ☎32局2700

12月20日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
渡会医院 ☎45局2516
おおかわ歯科 ☎22局4182

月　日 当直医 電話番号

12月23日（水・祝）
丸山医院 ☎33局0313
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
清栄歯科クリニック ☎33局0657

12月27日（日）
永井医院 ☎22局0227
川瀬医院 ☎35局1511
森下歯科医院 ☎32局2700

12月31日（木） 藤岡医院 ☎32局1515

1月1日（金・祝）
富永医院 ☎23局1316
鈴木歯科医院 ☎32局0239

1月2日（土）
宮木内科 ☎23局0232
第２国見医院 ☎23局2302

1月3日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500
岡田医院 ☎37局0001
平野歯科医院 ☎22局0214

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

健康課
市役所内
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

レッドリボン運動に
参加しよう！

「エイズに偏見を持た
ない」「エイズと共に
生きる人々を差別しな
い」というメッセージ
が込められています。

ＨＩＶ感染

エイズ発症

《感染からエイズ発症まで》

平
均
約
10
年

無症候期
自覚症状がなくても、
他の人に感染させる可
能性がある。

免 疫 機 能 が 低 下 し、
さまざまな感染症な
どにかかり、エイズ
と診断される。
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１月 ８日（金）・１２日（火）・１８日（月）・２５日（月）

12月 7日（月）・11日（金）・１４日（月）・２１日（月）
＊年末年始のお休み：２８日（月）～１月４日（月）

Ｔ

ＡＨＡＲＡ
よ う こ そ

ホットニュース
１２月展示

コーナー

おはなし会

からくり仕立ての厚紙がパタパタ変わって、みんな
ビックリ！これで新年の〝ごあいさつ〟をしよう。

▼対象＝小学生

▼日時=12月24日（木）14:00～

▼場所＝中央図書館こどもしつ

▼定員＝20名（先着順）

▼参加費＝無料

▼申し込み＝12月８日（火）午前10時から中央図書
　館こどもしつカウンターへ直接または電話にて

　問い合わせ＝中央図書館☎23局4946

お正月工作教室
「パタパタd

デ

eおめでとう!」

　

早
い
も
の
で
２
０
０
９
年
も
残
す
と
こ
ろ

１
か
月
と
な
り
ま
し
た
。「
こ
の
年
の
主
な

出
来
事
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」。
今
回
は
気

に
な
る
情
報
の
見
つ
け
方
を
、
図
書
館
の
資

料
を
使
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
思
い
つ
く
の
は
、
新
聞
記
事
で
す
。

各
新
聞
社
が
、
年
末
に
そ
の
年
を
総
括
し
た

記
事
を
掲
載
す
る
『
回
顧
録
』
や
『
10
大
ニ

ュ
ー
ス
』
な
ど
は
、
早
く
て
確
か
な
情
報
源

で
す
。
昨
年
は
、
12
月
25
日
ご
ろ
か
ら
掲
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
鑑
類
も
便
利

で
す
。
中
央
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
『
読

売
年
鑑
』
に
は
前
年
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
を
は

じ
め
、
各
分
野
の
出
来
事
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、『
現
代
用
語
の

基
礎
知
識
』な
ど
の
時
事
を
扱
う
事
典
に
は
、

そ
の
年
に
話
題
に
な
っ
た
語
句
が
新
し
く
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
語
句
で
も
、
収
録

年
に
よ
り
、
記
述
の
変
更
や
追
記
が
さ
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
過
去
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
調
べ
て
み
る
の
も
、
面
白
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
、
調
べ
も
の
な
ど
に
も
、
ぜ
ひ
図

書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎一般 「あの名作を原作で」
12月12日［土］～１月７日［木］
昔、テレビや映画で見た名作を、原作で読んでみません
か？小さなころには、気付かなかった発見があるかも。

◎こどもしつ 「としょかんのクリスマス」
展示中～12月25日［金］
ハッピークリスマス☆図書館から心温まるお話をプレゼ
ント♪

おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／１月９日（土) 15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／12月９日（水) 10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／12月15日（火) 10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなしの会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／12月20日（日） 10:30～
　　　 ※１月の第１土曜日はお休み

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・高校生ボランティア・図書館） 
日時／12月12日（土）・19日（土）14:00～
　　　 ※１月の第１土曜日はお休み

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

今
年
の
出
来
事
を

調
べ
て
み
よ
う
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さ
ん

の
ご
来
館
を
、お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。



あおむけに寝て、両手を肩の
高さで広げ、両ひざは曲げて
胸のほうに引き寄せておく。
　
息を吸って、吐きながら両ひざ
をゆっくり右側にたおし、おな
かの上で半円を描いていく。
　
ひざが半周したら、もう一度息
を吸って左側を通って元の位
置に戻す。
　
　～　を１０回程度繰り返す。
左まわりも同じように行う。

※ひざを常に曲げたまままで行
　うのがポイント。

生涯学習課
　２３局3531

おなかの上で、ひざで円を描く動きは、腹筋が
鍛えられるだけでなく、腸も刺激されて便秘解
消にもつながります。

ひざを回す動きで、おなか
をスッキリ！

１

３

１

２

１

２

３

３

１7１7

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センター・子育て支援課にあります。
　ホームページからもダウンロードできます。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

◉工
こ う

作
さ く

ランド

『W
ウ イ ン タ ー

inter B
ボ ッ ク ス

ox』
小さな箱の中に、冬を作ろ
う！
開催期間
◦12月１日（火）～22日（火）

◉12月
が つ

のチャレンジ

『すすめ！しゃくとりむしくん』
折り紙で作った〝しゃくとりむ
し〟を、ストローで吹いて歩かせ
てみよう！

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局0211

ティーズチャンネル
は地デジ12chでも
ご覧いただけます

広報秘書課
２２　０１３８

■街角ネットたはら

毎日６回放送
※天候などにより、内容を変更
する場合があります。
①7：40 ②12：40 ③15：40 
④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40

■12/8・9に市議会定例会の一般質問を中継予定

放送日 内　容

～12/10 田原市・宮田村友好都市提携10周年記念式典
福祉のつどい

12/11～12/24 愛知県市町村対抗駅伝大会
縄文土器野焼き・縄文料理

12/25～12/31 あつみロビーコンサート
田原市の一年を振り返って

１/１～１/７ 新年を迎えて（市長あいさつ）
渥美半島菜の花まつり見所紹介

７日（月）、14日（月）、21日（月）、
＊年末年始のお休み　28日（月）～１月４日（月）

12 月のお休み

◉映
え い

画
が

会
か い

▼ 西部児童館
日時◦12月12日（土） 午後1時30分～

▼ 田原児童センター
日時◦12月20日（日） 午後1時30分～

◉実
じ っ け ん き ょ う し つ

験教室（児童センターのみ開催）
日時◦12月16日（水） 午後4時10分～

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時◦12月16日（水） 午前10時～

◉絵
え ほ ん

本の読
よ

み聞
き

かせ
日時◦12月17日（木） 午前10時30分～

▲自分だけの冬の世界を表現しよう！ ▲上手に歩くことができるかな？
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12

の

金１２月２５日
水道料・下水道使用料
（10・１１月分）

後期高齢者医療保険料
（第６期分）

介護保険料
（第5期分）

国民健康保険税
（第７期分）

固定資産税・都市計画税
（第３期分）

納
期
限

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

11
月
10
日
（
火
）
に
、
○
○
○
市
・

宮
田
村
友
好
都
市
提
携
10
周
年
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

２　

○
○
○
○
○
○
○
海
外
派
遣
報
告
で

は
、
韓
国
ソ
ウ
ル
特
別
市
銅
雀
区
と
カ

ナ
ダ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
を
訪
問
し
た
派

遣
団
の
感
想
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

３　

田
原
市
で
は
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
、

全
て
の
住
宅
に
「
煙
感
知
式
」
の
住
宅

用
○
○
○
警
報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

４　

12
月
15
日
（
火
）
か
ら
、
同
報
無
線

放
送
を
自
動
受
信
す
る『
防
災
ラ
ジ
オ
』

を
○
○
○
販
売
し
ま
す
。先
着
順
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ

ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
12
月
16
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
11
月
号
の
答
え
】
ざ
お
う
さ
ん 

（
応
募
総
数
62
通
中
、正
解
62
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。な
お
、寄
せ

ら
れ
た
ご
要
望
な
ど
は
、関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

4

3

1

2

4

人身15件（193件）
負傷21人（247人）
死亡0人（5人）
物損125件（1219件）

火災3件（34件）
救急172件（1618件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗5件（49件）
乗物盗3件（73件）
非侵入盗2件（112件）

※（　）内の数字は平成21年の累計

田原警察署だより

10月

田原警察署　 23局０１１０

年末年始の特別警戒を実施します
　
　年末から年始にかけては、人や物
の動きが活発になり、さまざまな事件や
事故の発生が心配されます。田原警
察署では、12月１日（火）から平成22年
１月10日（日）までを警戒強化期間と
し、市民が身近に不安を感じる事件や飲酒運転による
交通事故の発生を未然に防止する活動を強化します。
　市民の皆さんと力を合わせ、もっと「安心」して暮らせ
る「安全」な田原市を目指していきたいと思います。
　
　 　 合言葉
　●みんなでつくろう安心の街
　　～犯罪を防いで明るい新年を迎えましょう～
　●まだいるの　飲んで乗る人　飲ます人
 　　～飲酒運転を根絶しよう～

（　　 ）

0

25

50

75

100

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

※節水注意線とは、この値を下回ると節水が開始されるラインのこと（節水率検討）

11/20現在
63.8％

8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20 10/1 10/1010/20 11/1 11/10 11/20

1年近く、きれいな水質で安定しています。皆さんの頑張りが、海に現れていますね。
●三河湾の水質調査結果

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口

7月 9月 11月 1月 3月 5月 8月

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
漏水かな？水量の変化に注意しましょう。
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本誌は再生紙を使用しています。

N
o.655 平

成
21年

12
月

１日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

６６，６1８人　総人口

３３，7５１人　男性

３２，8６７人　女性

２１，4８４世帯世帯数

４３人出生 ４０人死亡

1１４人転入 1１６人転出

＋１人増減 ※増減は１０月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成21年11月１日現在）

習字に挑戦！掛け軸を作ったよ。

羽根の質感にこだわっ
て、タッチを工夫しまし
た。リアルで独特な作
品に仕上がりました。

評 評
泉中学校２年

千賀大嗣くん

自然のお花を使って、お花畑を

作ったよ。

しゅう じ　　ちょうせん　　か　　 じく　　つくし ぜん　　　　はな　　つか　　　　　　　　はなばたけ　

つく　　

　　　　　　　だ い　　し

　　　　　 　ひかる　　　　　　　　の 　　の　　 か

泉中学校３年

後藤俊道くん
と し    みち

清田保育園

渡邉稀々香ちゃん（５歳）

太田
  智子
 先生

清田保育園

今村 光くん（６歳）

見る人を楽しくだます
「隠し絵」の技法を使い
ました。皆さんは、牛を
何頭見つけられますか。

評 お散歩に行って見つけてきたアジサイの
花で、ステキなお花畑ができました。

　　さん　ぽ　　　 い　　　　　 み
　　　　　　

はな　　　　　　　　　　　　　　はなばたけ

評 習字を初体験。慣れない
筆でも上手に文字が書
けました。折り紙で作った
カキもおいしそうです。

しゅう　じ　　　はつ たい けん　　な

ふで　　　　　じょう　ず　　　　も 　じ　　　　か

　　　　　　　　　　お　　 がみ　　つく

隠し絵「カウ（牛） ＩＮ カウ（牛）」

※隠し絵のヒント…①大きな牛  ②小さな牛（大きな牛の中）  ③ひらがなで“うし”の文字（大きな牛の中）

スクラッチ「コリンウズラ」

▼
こ
の
時
期
の
楽

し
み
と
い
え
ば
、

街
を
彩
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
。
普

段
何
気
な
く
往
来

す
る
場
所
も
、
夜
に
は
キ
ラ
め
く

幻
想
的
な
姿
を
現
し
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
足
を
伸
ば
し
て
蔵
王
山
展
望
台
。

中
部
地
方
で
一
番
高
い
ミ
ッ
ド
ラ

ン
ド
ス
ク
エ
ア
の
展
望
デ
ッ
キ
と

同
じ
く
ら
い
の
高
さ
か
ら
の
夜
景

は
、
都
会
の
華
や
か
さ
は
な
く
と

も
、
一
つ
ひ
と
つ
の
光
に
人
々
の
生

活
の
営
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
心

温
ま
る
と
は
い
え
、
や
は
り
体
は

冷
え
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
防

寒
対
策
を
し
て
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
。（
Ｍ
Ｔ
）

▼
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
現
代
に
お
い
て

正
義
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
が
、
街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
「
無
駄
」
と
さ
れ
な
い

よ
う
、「
楽
し
い
エ
コ
」
の
推
進

も
必
要
と
感
じ
る
冬
の
夕
暮
れ
で

す
。（
Ｍ
Ｓ
）

【
表
紙
の
写
真
】光
で
飾
ら
れ
た
は
な
と
き
通
り
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